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家
畜
ふ
ん
尿
を
使
っ
た
飼
料
用
米
栽
培
を

耕
作
放
棄
地
を
含
む
水
田
で
行
っ
て
豚
肉
生

産
に
つ
な
げ
る
地
域
資
源
活
用
型
畜
産
を
目

指
し
た
技
術
の
開
発
と
、
こ
の
生
産
方
式
の

実
証
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
畜
産
草
地

研
究
所
を
中
核
と
し
て
、
農
研
機
構
作
物
研

究
所
・
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
・
中
央
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
や
富
山
県
農
林
水
産
総
合

技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
、一
関
市
、（
株
）

フ
リ
ー
デ
ン
が
研
究
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て

実
施
し
た
、
新
た
な
農
林
水
産
政
策
を
推
進

す
る
実
用
技
術
開
発
事
業
「
多
収
飼
料
米
品

種
を
活
用
し
た
高
品
質
豚
肉
生
産
シ
ス
テ
ム

の
確
立
（
平
成
18
～
20
年
度
）」
の
成
果
の

一
部
で
す
。

飼
料
用
米
栽
培
で
は
、
養

豚
場
か
ら
の
堆
肥
を
基
肥
と

し
、
堆
肥
化
過
程
で
発
生
す

る
ア
ン
モ
ニ
ア
を
希
硫
酸
に

回
収
し
た
液
状
硫
安
を
追
肥

に
利
用
す
る
方
法
を
実
施
し

ま
し
た
。栽
培
に
お
い
て
は
、

堆
肥
化
過
程
で
揮
散
す
る
ア

ン
モ
ニ
ア
を
硫
安
液
肥
と
し
て
回
収
す
る
簡

易
ア
ン
モ
ニ
ア
回
収
装
置
（
図
１
）
や
水
田

に
施
用
す
る
簡
易
流
入
装
置
を
開
発
・
使
用

し
、
こ
の
事
業
で
育
成
さ
れ
た
飼
料
用
品
種

の
モ
ミ
ロ
マ
ン
を
用
い
て
９
０
０
㎏

／

10
ａ

も
の
高
い
粗
玄
米
収
量



が
得
ら
れ
る
こ
と
を

栃
木
県
北
部
の
水
田
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

岩
手
県
一
関
市
大
東
地
域
に
お
け
る
実
証
栽

培
で
は
、
慣
行
施
肥
法
で
の
栽
培
や
養
豚
場

で
作
ら
れ
た
堆
肥
を
基
肥
施
用
す
る
栽
培
に

加
え
て
、
こ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
回
収
液
肥
追
肥

の
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
さ
れ
た
飼
料
用
米
は
大
東
地
域
内
に

あ
る
養
豚
場
で
、
研
究
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し

た
方
法
に
従
っ
て
給
与
し

て
、肥
育
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
給
与
方
法
は
、
肥
育

後
期
に
慣
行
飼
料
中
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
飼
料
用
米

で
15
％
代
替
す
る
も
の

で
、
発
育
成
績
は
慣
行
飼

料
並
み
に
良
好
で
あ
り
、

皮
下
脂
肪
内
層
の
オ
レ
イ

ン
酸
の
割
合
が

高
く
な
る
一

方
、
豚
肉
の
脂

肪
を
軟
ら
か
く

す
る
リ
ノ
ー
ル

酸
の
割
合
が
低

く
な
り
、
脂
肪

酸
組
成
が
硬
く

し
ま
り
の
あ
る

方
向
へ
と
変
化

し
ま
す（
表
１
）。
ま
た
、脂
肪
色
は
明
る
く
、

色
み
の
薄
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
肥
育
し
た

豚
肉
の
差
別
化
販
売
が
２
０
０
８
年
に
開
始

さ
れ
、
今
後
、
飼
料
用
米
収
量
の
増
大
に
よ

る
生
産
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

開
発
・
実
証
し
た
飼
料
米
栽
培
・
給
与
技

術
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
公
開
し
て
お

り
（http://nilgs.naro.affrc.go.jp/

pub/report/report_N
o7_rev.pdf

）、
耕

作
放
棄
水
田
の
活
用
と
飼
料
自
給
率
の
向
上

に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
飼
料
作
環
境
研
究
チ
ー
ム
長

　

…　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
吹　

俊
彦
）

地
域
資
源
循
環
を
活
か
し
た

　
　
　

飼
料
用
米
利
用
に
よ
る
豚
肉
生
産

慣行飼料 飼料用米配合

オレイン酸
リノール酸

42.6±0.4
9.3±0.2

43.6±0.4
7.9±0.2

バラ部位皮下脂肪内層を測定。
注）各区 15 豚房から 1頭ずつ選抜して測定。
数値は平均値±標準誤差

有意な効果

＊：P＜0.05、　＊＊：P＜0.01

＊
＊＊

図 1　堆肥化施設における吸引通気方式
によるアンモニア回収

表 1　飼料用米を 15% 配合した飼料を給与
した肥育豚 (n=15 注 )) の皮下脂肪内層
のオレイン 酸とリノール酸の割合 (%)
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混
合
菌
種
は
、
継
代
培
養
を
繰
り
返
し
て
も

３
株
の
比
率
が
長
期
間
安
定
し
て
い
て
、
こ

れ
を
乳
酸
発
酵
ス
タ
ー
タ
ー
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
を
豊
富
に
含
む

チ
ー
ズ
を
容
易
に
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
３
株
の
存
在
比
率
が

一
定
で
あ
る
た
め
、
繰
り
返
し
製
造
し
て
も

チ
ー
ズ
の
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
含
有
量
は
安
定
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
乳
酸
発
酵
ス
タ
ー
タ
ー
は
特
許
を
取

得
し
て
お
り
（
特
許
第4185125

号
）、
実

施
許
諾
に
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
平
成
21
年
11
月
か
ら
、
こ
の
乳

酸
発
酵
ス
タ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
ヤ
ギ
乳
か

ら
製
造
し
た
チ
ー
ズ
が
販
売
開
始
さ
れ
ま
し

た
（
問
い
合
わ
せ
先:

日
本
全
薬
工
業
株
式

会
社
）。
ヤ
ギ
乳
だ
け
で
な
く
牛
乳
を
原
材

料
に
し
て
も
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
含
有
チ
ー
ズ
は
製

造
で
き
ま
す
。

乳
酸
発
酵
ス
タ
ー
タ
ー
：
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ

ル
ト
な
ど
を
作
る
と
き
に
原
料
乳
に
接
種
す

る
種
菌
。
乳
酸
発
酵
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

（
畜
産
物
品
質
研
究
チ
ー
ム
長　

野
村　

将
）

国
産
畜
産
物
は
生
産
性
や
付
加
価
値
の
向

上
に
よ
っ
て
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
品
種
や
飼
養
方
法
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド

化
や
プ
レ
ミ
ア
ム
化
と
と
も
に
、
機
能
性
の

探
索
と
向
上
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
体
の
健
康
維
持
に
有
益
な
生
理
作
用
を

持
つ
食
品
成
分
は
機
能
性
成
分
と
呼
ば
れ
、

人
々
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
と
と
も
に
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
い
ま
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
食
品
に
つ
い
て
機
能
性
の
探
究
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、
整
腸
、
血
圧
降
下
、
ア
レ

ル
ギ
ー
制
御
な
ど
科
学
的
に
効
果
が
証
明
さ

れ
る
事
例
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
に
由
来
す
る

ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
、
動
物
、
植
物
、
微
生

物
に
広
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
Ｇ
Ａ

Ｂ
Ａ
を
含
む
食
品
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
血
圧
降
下
作
用
を
期
待
で
き
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
抗
ス
ト
レ
ス

作
用
、
鎮
静
作
用
な
ど
に
つ
い
て
研
究
が
行

わ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
性
が
期
待

さ
れ
る
食
品
成
分
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

畜
産
草
地
研
究
所
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
生
成

能
力
が
高
い
乳
酸
菌
01

－

７
株
を
分
離
し
て

お
り
、
こ
の
株
を
利
用
し
て
チ
ー
ズ
の
Ｇ
Ａ

Ｂ
Ａ
含
量
を
高
め
る
こ
と
を
研
究
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
１
０
０
ｇ
当
た
り

１
０
０
～
２
０
０
mg
と
い
う
高
濃
度
の
Ｇ
Ａ

Ｂ
Ａ
を
含
む
チ
ー
ズ
を
製
造
す
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
01

－

７
株

は
牛
乳
を
発
酵
す
る
力
が
弱
い
と
い
う
欠
点

が
あ
り
、

そ
れ
を
補

う
た
め
、

牛
乳
に
接

種
す
る
際

に
乳
酸
生

成
力
が
強

い
株
を
別

途
用
意
し

て
混
合
接
種
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
生
成
力
が
強
い

株
、
チ
ー
ズ
の
風
味
を
良
く
す
る
株
、
お
よ

び
乳
酸
生
成
力
が
強
い
株
の
計
３
株
を
混
合

し
た
菌
種
を
新
た
に
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
γ-

ア
ミ
ノ
酪
酸
）

　
　
　
　
　
　
　

含
有
チ
ー
ズ
製
造
技
術

ヤギ乳から作った GABA チーズ
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

Position cM

F-
va

lu
e

F-
va

lu
e

F-
va

lu
e

F-
va

lu
e

Position cM Position cM Position cM

家畜育種増殖研究チーム

高　橋　秀　彰

近
年
、
卵
用
鶏
の
産
卵
能
力
は
著
し
く
向

上
し
ま
し
た
が
、
卵
殻
質
の
低
下
に
よ
る
破

卵
の
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
鶏
卵
は
、
養
鶏
場
か
ら
消
費
者
の
手
に

届
く
ま
で
に
、
約
１
割
が
破
卵
に
よ
っ
て
損

失
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
従
来
、
卵
比
重
、
卵

殻
重
、卵
殻
厚
な
ど
の
形
質
を
指
標
と
し
て
、

卵
殻
質
の
遺
伝
的
改
良
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。畜

産
草
地
研
究
所
で
は
、
韮
澤
圭
二
郎
家

畜
育
種
増
殖
研
究
チ
ー
ム
長
を
中
心
と
し

て
、
卵
用
鶏
の
主
力
品
種
で
あ
る
白
色
レ
グ

ホ
ー
ン
種
の
１
系
統
を
用
い
て
、
非
破
壊
変

形
を
指
標
と
し
た
強
弱
２
方
向
選
抜
実
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
作
出
さ
れ
た
強

卵
殻
系
統
と
弱
卵
殻
系
統
は
、
現
在
、
所
内

で
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
系
統
は
同
祖
で

あ
り
、
両
家
系
を
丹
念
に
分
析
す
れ
ば
、
選

抜
に
よ
っ
て
動
い
た
量
的
形
質
遺
伝
子
座

（
Ｑ
Ｔ
Ｌ
）
情
報
が
得
ら
れ
、
卵
殻
質
に
関

連
す
る
遺
伝
子
が
特
定
で
き
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
両
系
統
を
親
世
代
と
す
る

孫
世
代
ま
で
の
交
雑
家
系
（
Ｆ
２
家
系
）
を

計
画
的
に
作
出
し
、
マ
イ
ク
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト

マ
ー
カ
ー
と
卵
殻
質
の
関
連
性
を
丹
念
に
調

べ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
卵
殻
強
度
に
関
連
す
る
候
補

遺
伝
子
と
し
て
、
第
９
番
染
色
体
の
末
端
に

位
置
す
る
オ
ボ
カ
リ
キ
シ
ン
32
遺
伝
子
を
特

定
し
ま
し
た
（
図
１
）。
Ｆ
２
家
系
の
オ
ボ

カ
リ
キ
シ
ン
32
遺
伝
子
の
塩
基
配
列
を
決
定

し
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
対
立
遺
伝
子
型
（
ハ

プ
ロ
タ
イ
プ
）
の
存
在
を
確
認
し
、
現
在
、

各
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
と
卵
殻
質
と
の
関
連
性
を

詳
細
に
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
マ
イ

ク
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト
や
一
塩
基
多
型
マ
ー
カ
ー

を
用
い
た
「
マ
ー
カ
ー
ア
シ
ス
ト
選
抜
」
は
、

比
較
的
新
し
い
概
念
で
す
が
、
私
た
ち
は
、

一
歩
先
の「
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
ア
シ
ス
ト
選
抜
」

に
よ
る
卵
殻
質
の
改
良
を
想
定
し
、
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

卵
殻
質
の
改
善
に
有
効
な

　
　
　
　
　
　
　

候
補
遺
伝
子
を
特
定図１　第９番染色体における量的形質遺伝子座 (QTL) 解析結果

横軸は、染色体のポジション（センチモルガン：cM）。図中の実線は１％、点線は５％有意水準を示
す閾値。第９番染色体末端にある、卵重、長径、短径の最大ピークおよび卵殻重の第 2 ピークは共通
であり、鶏ゲノムの概要解読結果との対比によって、オボカリキシン 32 遺伝子を見出した。オボカ
リキシン 32 タンパク質は、卵管膨大部で分泌され、卵殻形成に関わるタンパク質の一つである。
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

の
よ
う
に
、
荷
役
作
業
の
簡
易
化
や
輸
送
の

リ
ス
ク
軽
減
等
に
有
効
な
た
め
、
本
荷
役
具

の
活
用
に
よ
り
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
の
流
通
拡
大

が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
逐
次
改
良

を
進
め
な
が
ら
実
証
試
験
を
行
な
い
、
吊
り

上
げ
作
業
が
容
易
な
こ
と
や
、
荷
役
具
の
強

度
が
十
分
な
こ
と
、
作
業
中
の
安
全
性
等
を

確
認
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

今
後
は
、
開
発
し
た
荷
役
具
の
基
本
形
を

基
に
、
よ
り
多
く
の
現
場
へ
適
用
で
き
る
よ

う
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
使
用
法
を
拡
充
し
、

自
給
飼
料
の
流
通
拡
大
へ
寄
与
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

近
年
、
自
給
飼
料
生
産
、
と
り
わ
け
府
県

の
生
産
調
整
水
田
に
お
け
る
飼
料
イ
ネ
の
生

産
や
調
製
作
業
は
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の

農
業
法
人
へ
委
託
さ
れ
る
事
例
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
自
給
飼
料
は
流

通
飼
料
と
し
て
の
側
面
を
持
ち
始
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
荷
役
中
に
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
が

大
き
く
変
形
し
た
り
外
装
の
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル

ム
が
破
れ
た
り
す
る
と
カ
ビ
の
発
生
に
つ
な

が
る
た
め
、
取
扱
い
に
十
分
熟
練
し
な
い
と

発
酵
品
質
の
劣
化
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
取
扱
い
経
験
が
ほ
と

ん
ど
な
い
一
般
の
運
送
業
者
で
も
簡
便
か
つ

確
実
に
輸
送
で
き
る
よ
う
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
で
の
作
業
が
可
能
で
、
流
通
の
過
程
で
変

形
や
損
傷
を
起
こ
さ
な
い
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
荷

役
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
開
発
し
て
い
る
の
は
、
吊
り
ベ
ル

ト
・
胴
巻
き
ベ
ル
ト
・
補
て
い
ロ
ー
プ
お
よ

び
ス
ト
ッ
パ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
筒
状
の

荷
役
具
で
（
図
１
）、
適
用
可
能
な
ロ
ー
ル

ベ
ー
ル
直
径
は
85

cm
～
１
・
１
ｍ
で
す
。
荷

役
具
の
装
着
は
、
上
か
ら
か
ぶ
せ
た
後
に
下

部
の
補
て
い
ロ
ー
プ
を
締
め
て
ス
ト
ッ
パ
ー

で
固
定
す
る
だ
け
と
簡
単
で
す
。
ロ
ー
ル

ベ
ー
ル
は
下
部
の
接
地
面
付
近
か
ら
引
き
上

げ
ら
れ
、
荷
役
に
よ
る
変
形
は
極
め
て
少
な

く
フ
ィ
ル
ム
の
損
傷
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

飼料調製給与研究チーム

松　尾　守　展

ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
の

　
　
　
　

流
通
拡
大
を
目
指
し
て

（1）ロールベールへの装着前 （2）ロールベール吊り上げ中

吊りベルト

胴巻きベルト

ストッパー

接地面の直径

ロールベールの最大直径

補てい
ロープ

図 1　開発した荷役具の概略

図２　運搬車への搭載作業

National Institute of Livestock and Grassland Science
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11
月
５
日
、６
日
に
、那
須
研
究
拠
点
に
お
い
て
「
地

域
資
源
を
活
用
し
た
自
給
飼
料
の
増
産
と
利
用
拡
大
に

向
け
た
技
術
開
発
と
将
来
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
給

飼
料
利
用
研
究
会
を
開
催
し
、
１
６
５
名
の
参
加
を
得

ま
し
た
。

　

初
日
、
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
増
田
淳
子
氏
と
東
京

大
学
大
学
院
鈴
木
宣
弘
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
後
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
雌
穂
サ
イ
レ
ー
ジ
、
飼
料
用
大
豆
、
飼
料
用
ム
ギ
、
飼
料
用
サ
ト
ウ
キ

ビ
に
つ
い
て
最
新
の
情
報
提
供
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
サ
イ
レ
ー

ジ
評
価
に
お
け
る
Ｖ
Ｂ
Ｎ
測
定
、
野
菜
残
さ
の
飼
料
分
析
、
飼
料
の
Ｎ
Ｄ
Ｆ

分
析
な
ど
自
給
飼
料
品
質
評
価
に
関
わ
る
話
題
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

（
研
究
管
理
監　
　

梨
木　

守
）

　

自
給
飼
料
利
用
研
究
会
に
引
き
続
い
て
６
日
午
後
か
ら
は
、
１
３
９
名
の

参
加
を
得
て
、
農
林
水
産
省
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
粗
飼
料
多
給
に
よ

る
日
本
型
家
畜
飼
養
技
術
の
開
発
」（
え
さ
プ
ロ
）
の
研
究
成
果
発
表
会
が

「
放
牧
と
自
給
飼
料
に
よ
る
多
様
な
高
品
質
牛
肉

生
産
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
題
の

研
究
成
果
の
紹
介
の
後
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
結
果

と
し
て
粗
飼
料
多
給
で
肥
育
さ
れ
た
牛
肉
の
試
食

と
そ
れ
ぞ
れ
の
肉
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
交
え
な
が
ら
、
話
題
提
供
者
と
出
席
者
ら
に
よ

る
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
企
画
管
理
部　

研
究
調
整
役　
　

大
同　

久
明
）

11
月
12
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
畜
産
草
地
研
究

所
（
つ
く
ば
）
大
会
議
室
に
お
い
て
家
畜
ふ
ん
尿
処

理
利
用
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
、大
学
、

研
究
機
関
、
各
種
農
業
関
係
団
体
か
ら
１
２
３
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
家
畜
排
せ
つ
物
法
へ
の
対
応

で
処
理
施
設
の
整
備
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
達
し
ま
し

た
が
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
施
設
の
よ
り
有
効
か
つ
効

率
的
な
運
用
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
１
日
目

に
は
農
林
水
産
省
畜
産
環
境
・
経
営
安
定
対
策
室
の

金
澤
正
尚
課
長
補
佐
に
よ
る
基
調
講
演
「
畜
産
環
境

を
め
ぐ
る
情
勢
」
の
後
、「
既
存
施
設
・
技
術
の
活
用
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
畜
舎
か
ら
の
臭
気
と
汚
水
の
問
題

を
中
心
に
話
題
提
供
と
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
討

論
で
は
臭
気
対
策
・
簡
易
汚
水
処
理
施
設
、
低
粗
蛋

白
飼
料
、
公
共
下
水
利
用
等
の
コ
ス
ト
面
に
関
す
る

多
く
の
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
畜
排
せ

つ
物
法
対
応
施
設
の
維
持
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て

も
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
に
は
畜
産
環
境

整
備
機
構
の
羽
賀
清
典
参
与
に
よ
る
基
調
講
演
「
家

畜
ふ
ん
尿
処
理
技
術
の
現
状
と
将
来
展
望
」
の
後
、

「
次
世
代
技
術
に
関
す
る
基
盤
研
究
の
動
向
」を
テ
ー

マ
と
し
た
話
題
提
供
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
討
論
で

は
液
肥
（
消
化
液
）
と
堆
肥
の
安
全
性
、
特
に
堆
肥

化
過
程
に
お
け
る
温
度
管
理
と
微
生
物
に
つ
い
て
多

く
の
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
畜
産
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
長　
　

島
田　

和
宏
）

平成 21 年度家畜ふん尿処理利用研究会

　　　　平成 21 年度自給飼料利用研究会および
「えさプロ」研究成果発表会を開催　　　　

平
成
21
年
度
自
給
飼
料
利
用
研
究
会

「
え
さ
プ
ロ
」
研
究
成
果
発
表
会
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表
記
研
究
会
は
、11
月
26
日
～
27
日
、那
須
研
究
拠
点
Ｇ
Ｇ
ホ
ー

ル
に
て
、
大
学
か
ら
実
際
の
牧
場
経
営
者
ま
で
、
合
計
１
２
３
名

の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演
は
東
北
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
須
山
哲
男
研
究
管
理
監
よ
り
、
成
熟
産
業
と
し
て
の
放

牧
の
意
義
づ
け
の
再
確
認
と
、
進
む
べ
き
方
向
・
方
策
の
総
括
的

提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
「
公
共

牧
場
・
現
場
か
ら
の
視
点
と
総
括
」
と
し

て
、
菅
平
牧
場
１
２
５
年
の
運
営
と
現
状

の
実
績
や
、
各
地
域
の
問
題
点
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
「
新
し
い
価
値
観
と
技
術
開
発
」

と
し
て
、放
牧
に
よ
る
肥
育
生
産
の
展
望
、

休
耕
地
へ
の
放
牧
進
出
要
請
、
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
放
牧
の
新
し
い
評
価

方
法
の
提
案
が
あ
り
、環
境
へ
の
貢
献
の
方
向
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
事
業
仕
分
け
」
に
耐
え
る
よ
う
な
、
放

牧
研
究
の
位
置
づ
け
・
重
要
性
の
認
識

統
一
の
場
に
す
る
、
と
の
方
針
に
よ
り
、

活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
、
公
共
牧
場
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性

や
、
機
能
分
担
な
ど
の
活
性
化
方
策
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。「
放
牧
は
、
家
畜
生

産
の
一
部
で
あ
る
」「
し
か
も
、
産
業
と

し
て
期
待
が
大
き
く
、
新
し
い
価
値
観

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
の
認
識
を
共
有
し
た
意
義
深
い
研

究
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
研
究
管
理
監　

市
戸　

万
丈
）

11
月
25
日
～
27
日
、
幕
張
メ
ッ
セ
展
示
ホ
ー
ル
６
で
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
２
０
０
９
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
フ
ェ
ア

は
、
農
林
水
産
・
食
品
産
業
分
野
の
研
究
成
果
の
実
用
化
・
産
業

化
の
促
進
を
目
的
に
農
林
水
産
省
が
主
催
す
る
技
術
交
流
展
示

会
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
こ
こ
で
始
ま

る
産
学
官
連
携
。
未
来
に
つ
な
が
る
技
術
シ
ー
ズ
満
載
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
産
学
官
連
携
の
効
果
を
一
層
大
き
な
も
の
と
す
る
た

め
、
民
間
企
業
等
が
一
堂
に
会
す
る
「
ア
グ
ロ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

２
０
０
９
」
と
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
配
置
さ
れ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
マ
ッ
チ
ン
グ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た

り
、
セ
ミ
ナ
ー
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
出
展
者
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
、
活

気
溢
れ
る
フ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
数
も
過
去
最
高
の
約

２
万
５
千
人
で
し
た
。

畜
産
草
地
研
究
所
か
ら
は
、
①
飼
料

米
の
生
産
技
術
及
び
豚
へ
の
給
与
技

術
、
②
養
豚
で
発
生
す
る
汚
水
中
リ
ン

の
再
利
用
技
術
、
③
ガ
ス
化
変
換
プ
ラ

ン
ト
の
廃
熱
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

乾
燥
シ
ス
テ
ム
の
各
ポ
ス
タ
ー
展
示
、

お
よ
び
④
新
し
く
開
発
さ
れ
た
シ
バ
品

種
の
実
物
展
示
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
実
用
技
術
開
発
事
業
の
成
果
発
表
会
も
同
会
場
で
行
わ
れ
、

前
出
の
①
と
②
の
成
果
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
畜
産
草
地
研

究
所
の
展
示
ブ
ー
ス
に
は
、
約
２
０
０
人
の
方
々
に
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
き
、
熱
心
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部　

業
務
推
進
室
長　
　

塩
谷　

繁
）

　　　アグリビジネス創出フェアへ出展　　　

平成 21 年度問題別研究会「放牧の新たな展開に向けて」

活発な討議が行われた総合討論

各地域からの事例報告

National Institute of Livestock and Grassland Science
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御代田研究拠点一般公開

那須研究拠点一般公開

８
月
29
日
の
一
般
公
開
は
、
真
っ
白
な
霧
の
中
で
始
ま
り

ま
し
た
。
す
ぐ
そ
ば
の
草
地
す
ら
見
え
な
い
状
態
の
た
め
、

来
場
者
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
、
予
想
に

反
し
て
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
約
１
０
０
０
人
も
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
代
田
の
公
開
は
一
年
お
き
で
す

が
、
知
名
度
が
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

濃
霧
の
た
め
所
内
見
学
バ
ス
の
運
行
は
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
研
究
紹
介
パ
ネ
ル
や
作
業
機
械
の
展
示
、

ミ
ニ
講
演
会
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
へ

の
落
書
き
な
ど
、
ど
の
会
場
も
例

年
以
上
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

特
に
、
拠
点
内
で
生
産
さ
れ
た
放

牧
牛
肉
と
耕
作
放
棄
地
を
利
用
し

て
栽
培
し
た
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の

試
食
、
つ
く
ば
か
ら
遠
征
し
て
い

た
だ
い
た
畜
産
物
品
質
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
ホ
エ
ー
ド
リ
ン

ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
試
飲
は
い
ず
れ
も
盛
況
で
、
午
後
１
時

前
に
は
全
て
無
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
、
こ
れ
ら
の
食
品
へ
の
関
心
の

高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
新
し

く
設
け
た
子
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
広

場
は
、小
さ
な
子
供
達
に
人
気
で
、

２
頭
の
子
牛
達
が
長
時
間
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
機
械
作
業
の
実
演
で
は
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
加
え
、
新
た
に
リ
モ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
施
肥
作
業
を
行
い
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

 

（
御
代
田
研
究
拠
点
一
般
公
開
実
行
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

哲
也
）

10
月
17
日
（
土
）、
穏
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も

あ
り
、昨
年
よ
り
も
多
い
１
６
０
５
名
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
来
訪
者
の
出
足
も
良
く
、
11
時
半
ば
で
１
０
０
０
人

を
超
え
ま
し
た
。

今
年
は
「
行
っ
て
み
よ
う
見
て
み
よ
う
畜
産
草
地
研
究
所

～
地
域
・
自
然
と
共
生
す
る
畜
産
物
生
産
を
め
ざ
し
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
研
究
紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示
、
藤
荷
田
山
の

生
態
試
験
地
ツ
ア
ー
、
牛
肉
試

食
、
放
牧
牛
乳
の
飲
み
比
べ
、

バ
タ
ー
作
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
体

験
、
顕
微
鏡
観
察
教
室
、
さ
つ

ま
芋
掘
り
、
農
機
具
展
示
・
実

演
等
を
行
い
、
大
変
好
評
で
し

た
。
ま
た
、
お
み
や
げ
の
３
色

卵
、
所
内
産
完
熟
堆
肥
、
ヒ
マ

ワ
リ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く

な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

顕
微
鏡
観
察
教
室
で
は
、
菌

根
菌
や
牛
の
胃
内
の
微
生
物
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
映
し
出
し
、

来
訪
者
の
関
心
を
呼
び
ま
し

た
。「
普
段
な
か
な
か
見
る
こ

と
の
出
来
な
い
興
味
深
い
映
像
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
出
来

て
良
か
っ
た
」
と
い
う
反
響
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
度
も
最
新
の
研
究
内
容
等
を
広
く
地
域
の
方
々
に
紹

介
し
、
畜
産
草
地
研
究
所
に
対
す
る
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
企
画
管
理
部　

連
絡
調
整
チ
ー
ム
長　
　

菊
池　

幸
夫
）
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霧の中、牛肉の試食を待つ列

子牛とのふれあい広場

顕微鏡観察教室 放牧牛乳飲み比べ
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